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検査業務の流れ
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工事完成の通知を受けた日
から14日以内に検査を完了

請求書を受理した日から40

日以内に請負代金を受注者
に支払い（部分払いについ
ては30日以内）



工事検査の目的①
【給付の完了確認】
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●建設工事の目的物が契約図書に定められた出来
形や品質等を確保していて、発注者として引き渡し
を受け、その代価を支払ってよいことを確認します。

※給付とは、債務の履行のために債務者がなすべき行為。

具体的には、「工事若しくは製造その他についての請負契約又は

物件の買入れその他の契約に基づいて行われる給付につき当該給

付の内容、すなわち品質、規格、性能、数量等が契約内容に適合

しているかどうかを確認する行為をいう。」（「会計法精解」

（財）大蔵財務協会発行）



工事検査の目的②
【技術検査】
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●検査時の指導等を通じて、工事の適
正かつ能率的な施工を確保するととも
に、工事に関する技術水準の向上に
資すること。



工事検査の法的位置づけ
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①給付の完了確認検査
（地方自治法第234条の2）

工事等の契約を締結した場合においては、当該普通地方公
共団体の職員は、政令の定めるところにより、契約の適正な
履行を確保するため
又はその受ける給付の完了を確認するため必要な監督又は
検査をしなければならない。

②技術検査
（品確法第7条）

発注者は、基本理念にのっとり、現在及び将来の公共工事
の品質が確保されるよう、工事の監督及び検査並びに工事中
及び完成時の施工状況の確認及び評価その他の事務を適切
に実施しなければならない。



企業団の工事検査

「企業団契約規程」に基づき
建設工事等の検査を行います

●契約金額が２５０万円を超える建設工事
及び１００万円を超える測量・設計委託は、
検査を行います。

大阪広域水道企業団建設工事検査要領
〃 測量・建設コンサルタント等業務検査要領
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検査の流れ

概要説明 → 書類検査 → 実地検査 → 講評

●工事目的物（成果物の内容等）が契約図書等に適合
しており、構造面・機能面・安全面等重要な部分に
支障がない場合「検査合格」と判断します。

●軽微な不備については、検査指示書により受注者に
修補を指示します。修補完了後、「検査合格」と判断
します。

●提出が必要な工事書類は、大阪府に準拠していますが、
詳細は、企業団「請負工事及び委託必携」に記載して
います。
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受注者の対応

●検査は、受注者又はその代理人の立会いの

下行うものとする。

●現場代理人および主任技術者（監理技術者）

は検査に同席し、現場代理人又は主任技術

者（監理技術者）が検査員に説明を行い、質

疑応答を受ける。



成績評定及び通知
●契約金額５００万円以上の建設工事及び１００万円を
超える測量・設計委託は、成績評定及び成績点の通知
※を行います。
（※契約金額５００万円未満の建設工事、１００万円以下の測量・設計委託は
成績評定の対象外）

●成績評定方法は、大阪府に準拠しています。

・上記以外の工事、設計委託及び委託役務は、成績評定
を行っていません。

請負工事の工事成績評定は、工事の適正かつ能率的な施工を確保
するとともに、工事に関する技術水準の向上を図ることを目的として実
施します。
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成績評定の手順
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【工事中】 チェックリスト作成

【完成後】 監督職員による評定

【検 査】

【検査後】 検査員による評定

合格書交付・成績点通知



成績評定項目
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検査員総括監督員主任監督員

評価対象１．施工体制

一部評価対象一部評価対象評価対象２．施工状況

評価対象一部評価対象３．出来形等

評価対象４．工事特性

評価対象５．創意工夫

評価対象６．社会性等

評価対象法令遵守等



評定項目例
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主任監督員 ２施工状況 Ⅳ対外関係

内 容評定

関係官公庁などと折衝及び調整を行い、トラブルの発
生が無い。

○

第三者からの苦情に対し適切な対応を行い記録があ
る。

―

関連工事との調整を行い、円滑な進捗に取り組み、記
録がある。

―

工事の目的及び内容を、工事看板などにより地域住
民や通行者に分かりやすく周知している。

○

○：評価した項目 －：対象が無い



成績評定点
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【点数】
●主任監督員、総括監督員、検査員の
評価を合計した「１００点満点」です。

●６５点を基準とし、それより「加点・
減点」します。
●６４点以下の場合、翌年度１年間の入札
参加除外となります。
※ なお、総合評価一般競争入札制度においては、落札者決定基準に
工事成績点が使用されます。
・土木一式工事 ３憶５千万円以上
・設備工事 ２億円以上
・建築一式工事 ６億円以上
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65点

建築（ 5件） 平均点；74.8点

土木（92件） 平均点；73.8点

設備（80件） 平均点；74.8点

計（177件） 平均点；74.3点
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65点

建築（ 3件） 平均点；72.0点

土木（61件） 平均点；73.8点

設備（ 5件） 平均点；73.2.点

計 （69件） 平均点；73.7点



要領様式第5号（工事）（検査合格－完成）

　　　　

　 貴社がこの度 した下記 は、 検査に合格しました。

円

点で合格したことを認めます。

から起算して１４日（休日等含む）以内に、当職に対して、その旨を付した書面に

より説明を求めることができますので、念のため申し添えます。

成 績 評 定 74

　なお、この 工 事 成 績 評 定 の結果について疑義があるときは、通知を受けた日

契 約 金 額 48,612,300

完 成 日 令 和 5 年 11 月 28 日

検 査 実 施 日 令 和 5 年 12 月 3 日

工 期 令 和 5 年 4 月 20 日 ～ 令 和 5 年 11 月 30 日

工 事 種 別 水道施設工事

記

工 事 名 称 配水管布設工事（△△市）

工 事 場 所 △△市✕✕町

大阪広域水道企業団企業長

検 査 合 格 書 （ 完 成 ）

完成 工事 完成

企 技 第 3387-2 号

令 和 5 年 12 月 8 日

株式会社○○ 様
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～

円

3.1 / 3.3

4.1 / 4.1

12.0 /13.0

6.5 / 8.1

7.5 / 8.8

2.9 / 3.7

9.3 /14.9

12.0 /17.4

7.5 / 8.5

3.3 / 7.3

2.9 / 5.7

3.2 / 5.2

74.3 /100

74 /100

７．評定点計

８．法令遵守等

評 定 点 合 計

項 目 別 評 定 点 内 訳 表

Ⅱ．品　質

Ⅲ．出来栄え　

Ⅰ．施工条件等への対応

Ⅰ．創意工夫

Ⅰ．地域への貢献等

２．施工状況

評 点

配水管布設工事（△△市）工 事 名 称

工 事 場 所

48,612,300

令和5年11月30日

検 査 年 月 日

受 注 者 名

工 期

契 約 金 額

完 成 年 月 日

株式会社○○

令和5年4月20日

△△市✕✕町

令和5年11月28日 令和5年12月3日

評 価 項 目

３．出来形

及び出来栄え

４．工事特性

１．施工体制 Ⅰ．施工体制一般

５．創意工夫

６．社会性等

Ⅰ．出来形

Ⅱ．配置技術者

Ⅰ．施工管理

Ⅱ．工程管理

Ⅲ．安全対策　

Ⅳ．対外関係



成績評定点の説明請求
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●受注者は、成績評定の結果について疑
義があるときは、通知を受けた日から起
算して１４日（土曜、日曜、法に定める休
日を含む）以内に評定内容の説明を求め
ることができます。

●請求は、所定の「説明請求書」を用いて
行います。



成績評定点の公表

●工事の評定結果は、企業団ＨＰで５年間
公表します。（委託は６年間）
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